
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

高楯中学校 地域学校協働活動だより 

令和 6 年 12 月 25 日発行 

地域学校協働活動推進員 

 
おらだですっべ 

12月 5日、学校運営協議会が開かれました。 

まず、校長から生徒の学習状況や行事への取り組みに関しての報告 

があり、あわせて学校を取り巻く状況や今後の見通しについてのお話 

がありました。 

その後、生徒たちの学習風景を見学しました。机上にタブレットを 

置き、電子黒板や電子教科書を活用して行われる授業の様子に、協議 

会のメンバーからは驚きや感心の声が聞かれました。 

そして、「行事改革プロジェクトについて」という題で熟議を行いま 

した。 

熟議「行事改革プロジェクトについて」 

学校運営協議会では、毎回テーマを設けて意見を出し合う「熟議」を行っています。 

今年度は、1学年が 1クラスとなって初の合唱コンクールが行われた他、猛暑への対策から運

動会を 10月に実施するなど、これまでとは違う形で行事が開催されました。 

学校活動の中でも重要な要素である「行事」を、今後どのような形で開催していくのが良いの

か、今年度を振り返りながら意見を出し合いました。 

 委員の皆さんからは、現在の実施時期になった経緯に関する質問や、今回参観した感想が聞

かれました。学校行事の時期を変更すると、地域の行事への影響が出る可能性もあるため、地域

の方々からの情報やすり合わせが大切であり、そのためにも学校運営協議会は重要な場である

と感じました。 

 また、どうすれば生徒にとってより有意義な行事になるかという視点の発言も多く聞かれ、

生徒に行事を通して良い体験をしてほしいという委員の皆さんの気持ちを感じました。 

 今後このような話をしていく上で、委員は現在の構成で十分なのか、より多様な立場の地域

の方から参加してもらった方がよいのでは、という意見も出ました。 

学校運営協議会が始まって 3 年。熟議を重ねてきたことで、どうすれば地域と学校をつなぐ

場としてよりよい形になるのか、それぞれが主体的に考え、意見を出し合える関係が築かれて

きたと感じています。 

 

第２回学校運営協議会が開催されました 

 



 

 

 

 

 

 

～１・２年生「地域探訪」のご報告と御礼～ 

10 月 25 日、毎年恒例の「地域探訪」が行われました。1 年生と 2 年生が縦割り班を組み、2

年生が自分の地区を他学区の 1 年生に案内します。1 年生にとっては隣の地区を知る良い機会

となり、2年生にとっては自分の地区の魅力を再発見できる、大変意義のある取り組みです。今

年は山形新聞にも取り上げられました。 

当日は、生徒が自分達で考えたルートで地区を歩きました。とても良い天気で、気持ちよく

歩けたようです。普段通り過ぎるだけで、立ち入る機会のなかった場所に足を踏み入れ、見学

や体験をさせていただき、とても良い体験になったと思います。ご協力いただきました皆様、

大変ありがとうございました。 

毎年多くの訪問先様にご協力いただいていますが、生徒数の減少により全て回り切れない状

況も生まれています。班編成やルートを工夫するなどしながら、今後も地域の魅力をたくさん

感じられる行事にしていきたいと思っています。地域の皆様、引き続きどうぞよろしくお願い

いたします。 

 

♪たかだて吹奏楽クラブ、初ステージ大成功♪ 

吹奏楽部の廃部を受け、昨年度学校運営協議会の賛同を得て始まった「たかだて吹奏楽クラ

ブ」。10月に開催された高瀬・楯山両地区の文化祭において、初めて演奏を披露しました。 

当日は高楯地区はもちろん、地区外の小中学生も参加し、高楯中吹奏楽部の OB や保護者、経

験豊富な大人メンバーも参加。総勢 20名超で、「高楯中校歌」からポップス曲まで計 5曲を披露

し、大変好評をいただきました。 

子供たちからも、「緊張したけど楽しかった」などの声が聞かれました。これからも「地区で

音楽ができる場」として、楽しい取り組みを続けていきます。小中学生の皆さん、ぜひ参加して

みませんか？高校生以上の方の参加、大人の初心者さんも大歓迎です。 

 


